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２０２０年１１月２４日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ九州連合「第３０回定期大会」 

ＪＲ九州グループ労働組合連合会（ＪＲ

九州連合）は、１１月１３日、佐世保市「ホ

テルオークラＪＲハウステンボス」で、第

３０回定期大会を開催し、コロナ禍からの

脱却・反転攻勢に加盟単組一丸となって取

り組むことを確認した。 

冒頭、挨拶に立った中原博徳会長（ＪＲ

連合副会長・ＪＲ九州労組中央執行委員長）

は、コロナ禍の中、日夜業務に精励してい

る組合員に敬意を表した上で、「新型コロナ

ウイルスはこれまでに経験したことがない厳しい状況をもたらしており、労使を挙げて

この難局を乗り越えていく必要があることから、本年度をコロナ禍からの反転攻勢の一

年とすべく一丸となって取り組んでいこう」と呼びかけた。そして、①新型コロナウイ

ルスからの脱却・反転攻勢にむけた取り組み、②安全の確立、③組織の強化・拡大、④年

末手当交渉と２０２１春闘について所信を述べ、「ＪＲ連合ビジョンで示された『出会い・

ふれあい・語り合い』の理念のもと、組合員に必要とされるＪＲ九州連合となるよう精

一杯奮闘する」との決意を示した。 

また、ＪＲ連合からは荻山市朗会長と北村公次労働政策部長が出席し、代表して荻山

会長が、労災防止にむけた取り組みと緊急政策課題の解決にむけた取り組み、２０２１

春闘に対する考え方について挨拶した。 

議事では、幹事会から提案された議案に対して４名の代議員から発言があり、住吉一

家事務局長（ＪＲ九州労組中央執行委員）の答弁を経て、全議案が満場一致で採択され

た。その後、新役員や大会宣言が採択され、中原会長の団結ガンバローで閉会した。 

また、大会では、「ＪＲ連合ビジョン」に関する学習会を行い、目指す理念と運動の方

向を示す６本の柱を念頭に、今後各単組において活動していくことを確認した。 


